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〝
レ
セ
コ
ン
会
社
か
ら
サ

ポ
ー
ト
の
打
ち
切
り
に
よ
る

リ
ー
ス
替
え
や
新
規
購
入
を

迫
ら
れ
て
い
る
〞―

―

。
昨

年
の
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
に
関

す
る
省
令
改
正
以
降
、
レ
セ

コ
ン
の
買
い
替
え
や
リ
ー
ス

レ
セ
コ
ン
会
社
に
緊
急
要
請

保
守
サ
ポ
ー
ト
期
間
の
厳
守
を

の
打
ち
切
り
を
迫
ら
れ
て
い

る
と
の
会
員
か
ら
の
声
が
多

数
寄
せ
ら
れ
た
。
協
会
は
実

態
を
つ
か
む
た
め
、「
レ
セ

コ
ン
保
守
契
約
に
つ
い
て
の

緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
」（
２
０

０
９
年
12
月
22
日
実
施
）
を

行
い
、「
現
在
使
用
中
の
レ

セ
コ
ン
（
リ
ー
ス
ま
た
は
買

い
取
り
で
保
守
契
約
期
間

中
）
に
つ
い
て
、
業
者
か
ら

現
契
約
の
打
ち
切
り
、
新
規

契
約
を
迫
ら
れ
て
い
る
」
と

の
回
答
が
12
％
に
上
っ
て
い

た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
協
会
は
２

月
17
日
、
レ
セ
コ
ン
シ
ス
テ

ム
な
ど
を
取
り
扱
う
日
本
歯

科
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
協
会
会

員
の
48
社
に
対
し
て
、
緊
急

に
改
善
を
申
し
入
れ
た
。

　

申
し
入
れ
で
は
、
①
保
守

ー
ザ
ー
の
希
望
に
従
っ
て
保

守
契
約
の
延
長
を
行
う
こ
と

―
―

の
２
点
を
求
め
た
。
デ

ン
タ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
㈱
、
東

和
ハ
イ
シ
ス
テ
ム
㈱
、
メ
デ

ィ
ア
㈱
の
３
社
か
ら
は
、
で

き
る
だ
け
ユ
ー
ザ
ー
の
要
望

に
沿
っ
て
対
応
す
る
な
ど
の

回
答
が
あ
っ
た
（
表
）。

　

協
会
の
署
名
や
国
会
要

請
、
訴
訟
な
ど
の
取
り
組
み

で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
義
務

化
を
定
め
た
省
令
は
撤
回
さ

せ
た
が
、
昨
年
11
月
26
日
以

降
の
レ
セ
コ
ン
の
新
規
購
入

や
新
た
な
リ
ー
ス
契
約
で

は
、
電
子
請
求
が
義
務
付
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
業
者

か
ら
の
圧
力
が
問
題
視
さ
れ

て
い
た
。

ＷＴＣの購入やめ
医療・福祉の充実を

大阪府へ

　

５
回
に
わ
た
っ
て
書
い
て

き
た
が
、
こ
こ
で
主
張
し
た

か
っ
た
こ
と
は
２
つ
。

　

一
つ
は
、
日
本
は
こ
れ
か

ら
超
高
齢
化
社
会
に
な
っ
て

い
こ
う
と
し
て
い
る
が
、
そ

の
時
に
歯
科
医
が
ど
の
よ
う

に
関
わ
っ
て
い
く
か
で
あ

る
。

　

高
齢
者
が
介
護
保
険
を
受

け
る
主
な
理
由
は
男
性
で
は

生
活
習
慣
病
、
女
性
で
は
骨

粗
鬆
症
関
係
の
疾
患
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
結
果
、
低
栄

養
に
陥
り
身
体
が
衰
弱
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

高
齢
者
に
と
っ
て
、
歯
は
と

て
も
大
事
な
役
割
を
持
っ
て

い
る
。
介
護
保
険
の
世
話
に

な
ら
な
い
よ
う
に
、
予
防
活

動
を
重
視
し
て
い
く
、
咀
嚼

や
唾
液
の
効
用
を
再
度
見
直

す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

１
日
30
回
以
上
噛
ん
で
い

望
が
か
な
え
ら
れ
な
い
制
約

が
「
大
阪
ル
ー
ル
」
と
し
て

存
在
す
る
③
ケ
ア
マ
ネ
・
ヘ

ル
パ
ー
さ
ん
の
給
料
が
安
く

て
な
り
手
が
い
な
い
、
事
業

所
や
施
設
で
は
経
営
が
難
し

い―
―

な
ど
が
問
題
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
。

　

介
護
保
険
に
は
自
己
責
任

原
理
が
貫
か
れ
、
社
会
保
障

と
し
て
機
能
し
て
い
な
い
。

自
公
政
権
が
退
場
し
て
、
民

主
党
政
権
に
な
っ
て
も
、
前

政
権
と
同
じ
よ
う
に
欠
陥
を

是
正
す
る
見
通
し
は
立
っ
て

い
な
い
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
・

を
ぜ
ひ
大
き
く
し
て
欲
し
い

と
願
っ
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
日
本
の
介

護
保
険
制
度
は
構
造
的
な
欠

陥
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
①
保
険
料
は
高

齢
者
（
年
金
か
ら
強
制
的
に

天
引
き
）、現
役
世
帯
も
共
に

負
担
し
て
い
る
②
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
判
定
で
は
、
昨
年
10

月
改
定
以
後
で
も
ま
だ
軽
度

に
出
る
傾
向
が
あ
り
、「
非

該
当
に
な
る
」ケ
ー
ス
も
多

々
あ
る
。
保
険
適
用
に
な
っ

て
も
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
の
世
話

に
な
る
と
こ
ろ
で
、
ま
た
制

限
が
あ
る
な
ど
、
本
人
の
希

る
人
・
硬
い
も
の
が
噛
め
る

人
は
、
全
身
の
健
康
状
態
も

良
い
と
さ
れ
て
い
る
。
介
護

保
険
受
給
者
の
約
半
数
を
占

め
る
軽
度
被
介
護
保
険
者

を
、
こ
れ
以
上
重
度
に
し
な

い
予
防
的
な
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
る
。

　

介
護
報
酬
の
06
年
改
定
の

際
に
、
①
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
②
歯
磨
き
・
義
歯
調
整
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
③
栄
養
指
導

―
―

の
必
要
性
が
言
わ
れ
な

が
ら
、
実
際
に
は
不
十
分
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
、
歯
科
医

の
関
与
が
ぜ
ひ
必
要
で
、
今

後
の
運
動
で
歯
科
医
の
関
与

患者に共感し受け入れること
が必要と強調する斎藤氏＝２
月21日、Ｍ＆Ｄホール

障
害
者
自
立
支
援
法
も
、
同

じ
よ
う
な
欠
陥
を
持
っ
て
い

る
。こ
れ
ら
３
法
は
、06
年
の

構
造
改
革
下
の
制
度
改
悪
で

実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

介
護
保
険
制
度
で
は
、
上

記
の
よ
う
な
欠
陥
を
是
正
す

る
。
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

で
は
、
即
時
廃
止
し
て
老
人

保
健
に
戻
す
。
障
害
者
自
立

支
援
法
で
は
、
応
能
原
則
を

徹
底
す
る
。
今
後
の
運
動
で

正
し
い
政
策
を
確
立
し
、
国

に
よ
る
社
会
保
障
制
度
と
し

て
再
構
築
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

 
（
お
わ
り
）

債
を
増
発
。
発
行
総
額
は

４
６
６
１
億
円
（
前
年
度

比
１
５
１
３
億
円
増
）
と

な
り
、
過
去
10
年
間
で
最

大
。
一
般
会
計
の
府
債
残

高
も
５
兆
２
４
９
１
億
円

に
達
し
、
過
去
最
高
に
膨

れ
上
が
っ
た
。〝
借
金
頼

み
〞
を
強
め
、
財
源
を
調

達
し
た
。

　

歳
出
面
で
は
、
公
立
高

校
無
償
化
や
年
収
３
５
０

万
円
以
下
の
世
帯
の
私
立

高
校
無
償
化
な
ど
、
府
民

の
運
動
や
新
政
権
の
前
進

面
を
一
定
反
映
し
て
い

る
。
た
だ
、
Ｗ
Ｔ
Ｃ
購
入

予
算（
１
１
７
億
円
）や
関

空
２
期
工
事（
23
億
円
）な

ど
、
破
綻
し
た
ベ
イ
エ
リ

ア
開
発
の
再
始
動
を
目
指

す
〝
橋
下
色
〞
の
濃
い
予

算
に
な
っ
て
い
る
。

 

（
つ
づ
く
）

　

大
阪
府
議
会
が
２
月
23

日
に
開
会
し
、
２
０
１
０

年
度
当
初
予
算
案
の
審
議

が
始
ま
っ
た
。
３
年
目
を

迎
え
た
橋
下
徹
知
事
が
、

「
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
」
と
絶

賛
す
る
予
算
を
政
策
部
が

解
説
す
る
。

　

一
般
会
計
の
予
算
規
模

は
実
質
３
兆
２
５
５
５
億

円
で
、
前
年
度
比
２
１
５

７
億
円（
７
・
１
％
）増
。

景
気
悪
化
で
府
税
収
入
の

見
込
み
は
９
７
８
８
億
円

で
、
同
１
７
２
６
億
円

（
15
％
）
減
と
な
り
、
24

年
ぶ
り
に
１
兆
円
を
下
回

っ
た
。
税
収
の
落
ち
込
み

を
カ
バ
ー
す
る
た
め
、
府

の
大
阪
市
西
部
地
区
と
南
部

地
区
は
「
洗
練
さ
れ
た
接
遇

・
マ
ナ
ー
講
座（
上
級
編
）」

を
２
月
７
日
、
保
険
医
会
館

で
開
き
、
講
師
の
西
出
知
子

氏
（
接
遇
マ
ナ
ー
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
）
は
、
歯
科
医
院

の
「
顔
」
で
あ
る
ス
タ
ッ
フ

の
笑
顔
と
信
頼
感
の
あ
る
動

作
の
重
要
性
に
つ
い
て
強
調

し
た
。

　

昨
年
11
月
の
基
礎
編
に
続

い
て
実
施
し
た
講
習
会
に

は
、
12
人
が
参
加
。
自
己
紹

介
や
接
客
時
の
案
内
の
仕

方
、
電
話
応
対
、
様
ざ
ま
な

タ
イ
プ
の
患
者
へ
の
接
し

方
、
苦
情
処
理
な
ど
に
つ
い

て
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
を
中

心
に
学
ん
だ
。

　

冒
頭
、
ビ
デ
オ
に
収
録
し

た
一
人
ひ
と
り
の
１
分
間
ス

ピ
ー
チ
の
模
様
を
再
生
し
、

西
出
氏
が
語
尾
の
発
音
な
ど

話
し
方
の
く
せ
や
、
相
手
に

清
潔
で
安
心
感
の
あ
る
印
象

を
与
え
る
髪
形
や
動
作
、
視

線
の
運
び
方
、
手
足
の
構
え

な
ど
の
立
ち
居
振
る
舞
い
に

つ
い
て
解
説
し
た
。

サ
ポ
ー
ト
期
間
は
必
ず
守

り
、
そ
の
間
の
製
品
の
部
品

供
給
を
確
保
す
る
こ
と
②
ユ

　

歯
科
臨
床
学
術
学
会
部
は

２
月
度
生
涯
研
修
講
座
「
歯

科
患
者
の
心
理
と
対
応
」
を

２
月
21
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

129

歯科医療と介護保険 ⑥

小山　榮三（枚方市）

接客時の案内を実習する参加者

協　会会　社　名 反応の概要

デンタルシステムズ（株） 機械が古くなったなど以外、保守点検
は継続方向

東和ハイシステム（株） 原則的に、リース期間６年と再リース
１年の計７年は対応する

メディア（株）
追加費用なく電子レセ対応ソフトを提
供、猶予期間中の医院には継続できる
よう対応を行っている（文書回答）

各社の反応

●４月29日（木・祝）　午前９時52分スタート
●関西カントリークラブ（京都府亀岡市）
●プレーフィー16,500円（キャディ付、乗用カート）
　コンペ参加費６千円（昼食代込）
　家族・従業員の方のご参加も大歓迎です‼
※お問合せは、歯科協会　℡06‒6568‒7731まで

大阪市西部・
南部地区合同

３団体親睦ゴルフコンペのお知らせ

実
習
中
心
の
接
遇
講
座

ス
タ
ッ
フ
の
笑
顔
で
心
を
開
く

借
金
へ
の
依
存
強
め
る

大
阪
府
２
０
１
０
年
度

大
阪
府
２
０
１
０
年
度

予
算
案
の
ポ
イ
ン
ト
①

予
算
案
の
ポ
イ
ン
ト
①

患
者
と
の
関
係
づ
く
り
に
留
意

共
感
・
受
容
的
態
度
が
重
要
と
斎
藤
氏

２月生涯研

で
開
き
、
61
人
が
参
加
し

た
。
講
師
は
斎
藤
稔
正
先
生

（
立
命
館
大
学
名
誉
教
授
）

が
務
め
た
。

　

斎
藤
氏
は
ま
ず
、
物
質
的

に
豊
か
で
便
利
で
あ
り
な
が

ら
、
歪
ん
だ
教
育
と
歪
ん
だ

人
間
関
係
に
よ
り
現
代
人
は

常
に
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い

る
と
指
摘
し
、
そ
の
結
果
、

心
身
症
状
態
で
あ
る
人
が
患

者
と
し
て
来
院
し
て
く
る
こ

と
を
十
分
に
認
識
す
る
必
要

が
あ
る
と
述
べ
た
。

　

患
者
の
心
理
の
特
徴
と
し

て
、
心
気
傾
向
・
自
己
中
心

的
・
依
存
的
・
懐
疑
的
・
被

暗
示
性
・
焦
燥
感
な
ど
を
あ

げ
、
グ
チ
を
い
っ
た
り
、
早

く
治
療
し
て
欲
し
い
、
何
か

重
い
疾
患
で
は
な
い
か
と
疑

っ
た
り
、
早
く
元
の
健
康
な

状
態
に
戻
り
た
い
と
思
っ
て

い
る
と
指
摘
し
た
。

　

歯
科
医
師
の
心
理
と
し
て

は
、
感
謝
の
要
求
・
独
断
的

・
敵
意
・
用
心
深
さ
な
ど
を

挙
げ
、
治
し
て
あ
げ
て
い
る

ん
だ
、
治
療
内
容
に
口
を
は

さ
む
な
、
治
療
後
の
や
っ
か

い
な
こ
と
は
避
け
よ
う
、
な

ど
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
あ

る
と
し
た
。

　

歯
科
医
師
が
患
者
と
の
関

係
を
よ
く
す
る
た
め
に
は
、

信
頼
と
安
心
が
基
本
で
、
ち

ょ
っ
と
し
た
一
言
や
笑
顔
や

配
慮
で
親
し
み
易
い
雰
囲
気

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
述

べ
た
。
ま
た
、
患
者
に
対
し

て
共
感
的
態
度
・
受
容
的
態

度
を
と
る
こ
と
が
重
要
で
、

患
者
を
人
間
的
に
受
け
入
れ

る
こ
と
が
必
要
だ
と
強
調
し

た
。
ま
た
、
医
療
ト
ラ
ブ
ル

を
起
こ
し
や
す
そ
う
な
人
を

見
抜
く
た
め
に
、
問
診
時
に

注
意
す
べ
き
こ
と
や
、
簡
単

な
歯
科
心
理
検
査
の
活
用
な

ど
を
紹
介
し
た
。

　

同
氏
は
ま
た
、
患
者
を
リ

ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
心
理
療
法

と
し
て
、
数
分
で
行
え
る
自

律
訓
練
法
も
紹
介
さ
れ
、
こ

れ
は
歯
科
医
師
の
日
常
の
ス

ト
レ
ス
を
解
く
の
に
も
有
効

で
あ
ろ
う
。
歯
科
治
療
は
口

腔
疾
患
を
治
す
技
術
だ
け
で

な
く
、
患
者
心
理
を
念
頭
に

お
く
こ
と
が
日
々
の
臨
床
で

大
事
で
あ
る
と
知
る
こ
と
が

で
き
た
。

（
東
大
阪
市
・
西
川
眞
二
）

　

「
ス
タ
ッ
フ
の
笑
顔
と
し

っ
か
り
と
し
た
挨
拶
で
患
者

は
心
を
開
く
」―

―

。
協
会

　

「
大
阪
府
は
雇
用
・
営
業

対
策
、
医
療
・
福
祉
の
充
実

を　

ム
ダ
な
Ｗ
Ｔ
Ｃ
購
入
は

い
ま
か
ら
で
も
中
止
を
」―

―

。
協
会
や
労
働
組
合
、
婦

人
団
体
な
ど
が
参
加
す
る
府

民
要
求
連
絡
会
は
議
会
開
会

日
の
２
月
23
日
、
府
庁
前
で

集
会
を
開
き
、
約
１
８
０
人

の
参
加
者
は
集
会
後
、
府
庁

を
包
囲
す
る
よ
う
に
周
辺
を

デ
モ
行
進
し
た
。

　

く
ち
原
亮
府
議
（
共
産
）

が
あ
い
さ
つ
し
、「
大
阪
の

経
済
活
性
化
の
た
め
に
は
内

需
拡
大
が
必
要
で
、
医
療
や

福
祉
に
も
っ
と
力
を
注
ぐ
べ

き
」
と
強
調
し
た
。

府民要求連絡会


